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1.  平成25年6月期第3四半期の連結業績（平成24年7月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年6月期第3四半期 3,953 △5.8 △28 ― △59 ― △83 ―
24年6月期第3四半期 4,199 10.2 64 ― 29 ― 13 ―

（注）包括利益 25年6月期第3四半期 △83百万円 （―％） 24年6月期第3四半期 13百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年6月期第3四半期 △112.51 ―
24年6月期第3四半期 17.58 10.17

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年6月期第3四半期 2,650 50 1.9
24年6月期 2,763 133 4.8
（参考） 自己資本   25年6月期第3四半期  50百万円 24年6月期  133百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年6月期 ― 0.00 ―
25年6月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成25年 6月期の連結業績予想（平成24年 7月 1日～平成25年 6月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,045 9.0 130 53.6 80 127.2 49 215.6 67.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期
財務諸表の手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３
ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期3Q 791,000 株 24年6月期 791,000 株
② 期末自己株式数 25年6月期3Q 48,563 株 24年6月期 48,563 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年6月期3Q 742,437 株 24年6月期3Q 742,437 株
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平成25年６月期第３四半期連結累計期間(平成24年７月１日～平成25年３月31日)における連結売上高

は、新商品のキッチン家電「Multi Mini Blender」や機能性アクセサリー「Ampli5+」が好調な滑り出

しにより売上を伸ばし、またトラベルブランド「milesto」も昨年を上回る実績で推移したものの、そ

の他の新商品の開発及び入荷時期の遅れなどが影響し、3,953百万円(前年同期は4,199百万円)となりま

した。 

利益については、オリジナル商品・海外ブランド商品の売上比率が引き続き向上したことで売上総利

益率が前年同期比で1.4％改善され、また小売事業では適正な経費コントロールに取り組み収益率が高

まったものの、前述の売上高減少により営業損失は28百万円(前年同期は64百万円の利益)、経常損失は

59百万円(前年同期は29百万円の利益)、四半期純損失は83百万円(前年同期は13百万円の利益)となりま

した。 

セグメントの業績は以下のとおりであります。 

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述の通り、新商品のキッチン家電「Multi 

Mini Blender」や機能性アクセサリー「Ampli5+」が好調に売上を伸ばしたものの、その他の新商品の

開発及び入荷時期の遅れなどが影響し、売上高2,152百万円(前年同期は2,377百万円)、営業利益は539

百万円(前年同期は595百万円)となりました。 

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、前期及び当期に閉鎖した店舗等により売上高は前年

同期水準に達しなかったものの、前述の経費コントロールによる収益率向上及びトラベルグッズのセレ

クトショップ「Travel Shop Gate」、ライフスタイルショップ「eyeco sense」が前年同期を上回る利

益貢献等により売上高1,795百万円(前年同期は1,821百万円)、営業利益は117百万円(前年同期は89百万

円)となりました。 

その他においては、売上高は5百万円(前年同期は0百万円)となりました。 

以上の結果、売上高は3,953百万円(前年同期は4,199百万円)、営業損失は28百万円(前年同期は64百

万円の利益)、経常損失は59百万円(前年同期は29百万円の利益)、四半期純損失は83百万円(前年同期は

13百万円の利益)となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は、2,650百万円(前連結会計年度末は2,763百万

円)となり、112百万円減少しました。 

流動資産は、2,148百万円(前連結会計年度末は2,244百万円)となり、96百万円減少しました。これは

その他の増加(41百万円)等があったものの、現金及び預金の減少(129百万円)等があったことによるも

のであります。 

固定資産は、502百万円(前連結会計年度末は519百万円)となり、16百万円減少しました。これは有形

固定資産の減少(8百万円)及び無形固定資産の減少(6百万円)等があったことによるものであります。 

流動負債は、2,323百万円(前連結会計年度末は1,904百万円)となり、418百万円増加しました。これ

は支払手形及び買掛金の減少(38百万円)等があったものの、短期借入金の増加(49百万円)及び１年内償

還予定の転換社債型新株予約権付社債の増加(410百万円)等があったことによるものであります。 

固定負債は、277百万円(前連結会計年度末は725百万円)となり、448百万円減少しました。これは転

換社債型新株予約権付社債の減少(407百万円)等があったことによるものであります。 

純資産は、50百万円(前連結会計年度末は133百万円)となり、83百万円減少しました。これは利益剰

余金の減少(83百万円)があったことによるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成24年８月10日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想

に変更はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以

後取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 452 322

受取手形及び売掛金（純額） 485 463

商品及び製品 1,020 1,034

原材料及び貯蔵品 0 0

その他 285 326

流動資産合計 2,244 2,148

固定資産   

有形固定資産 221 213

無形固定資産 37 30

投資その他の資産 260 258

固定資産合計 519 502

資産合計 2,763 2,650

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 357 319

短期借入金 1,267 1,317

未払法人税等 8 4

引当金 16 19

デリバティブ債務 8 －

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 － 410

その他 246 253

流動負債合計 1,904 2,323

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 407 －

長期借入金 310 275

その他 8 1

固定負債合計 725 277

負債合計 2,630 2,600

純資産の部   

株主資本   

資本金 300 300

資本剰余金 238 238

利益剰余金 △342 △426

自己株式 △62 △62

株主資本合計 133 50

純資産合計 133 50

負債純資産合計 2,763 2,650
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 4,199 3,953

売上原価 2,205 2,021

売上総利益 1,993 1,932

返品調整引当金戻入額 5 6

返品調整引当金繰入額 7 7

差引売上総利益 1,992 1,931

販売費及び一般管理費 1,927 1,959

営業利益又は営業損失（△） 64 △28

営業外収益   

デリバティブ評価益 26 18

その他 4 1

営業外収益合計 30 20

営業外費用   

支払利息 25 26

為替差損 33 19

その他 6 4

営業外費用合計 65 50

経常利益又は経常損失（△） 29 △59

特別利益   

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除却損 7 4

減損損失 1 18

訴訟関連損失 4 －

特別損失合計 13 23

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

15 △81

法人税等 2 2

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

13 △83

四半期純利益又は四半期純損失（△） 13 △83
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

13 △83

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 13 △83

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 13 △83

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年７月１日  至  平成24年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△621百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び連結子会社の管理部

門に係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年７月１日  至  平成25年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△684百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び連結子会社の管理部

門に係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 2,377 1,821 4,198 0 ― 4,199

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,377 1,821 4,198 0 ― 4,199

セグメント利益 595 89 685 ― △621 64

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 2,152 1,795 3,947 5 ― 3,953

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,152 1,795 3,947 5 ― 3,953

セグメント利益 539 117 656 ― △684 △28
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

① 報告セグメントの変更 

当社グループは、第１四半期連結会計期間より、企業戦略の明確化及び収益構造の可視化を行う目

的とし、「住関連ライフスタイル商品製造卸売事業」、「住関連ライフスタイル商品小売事業」及び

「その他」に配分していた全社費用をセグメント調整額に一括して掲記する方法に変更いたしまし

た。全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社及び連結子会社の管理部門に係る費用でありま

す。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントに基づき作成した

ものを開示しております。 

② 減価償却方法の変更 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日

以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しておりま

す。 

なお、これによる当第３四半期連結累計期間における各セグメントの損益に与える影響は軽微であ

ります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「住関連ライフスタイル商品小売事業」セグメントにおいて、18百万円の固定資産減損損失を計上し

ております。 

  

該当事項はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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